
主催 認知症サミット鳥取実行委員会
共催 医療法人・社会福祉法人真誠会、鳥取

大学医学部保健学科生体制御学講座環
境保健学分野、鳥取看護大学・鳥取短
期大学、ＮＰＯ法人がいなネット、「新

老人の会」鳥取支部
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市民フォーラム「第７回認知症サミット鳥取」が９月 日、ＪＲ米子駅前の米子市文化ホールで開かれた。

「明日から役立つ認知症の知識」をテーマに、基調講演やシンポジウムを通して、約500人の参加者が医療の

現状や当事者支援、家族の対応について学んだ。要旨を紹介する。
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社
会
に
「
共
助
」
の
土
壌
を

は
い 

か
い

基
調
講
演　

「
認
知
症
医
療
の
現
状
」

力
合
わ
せ
安
心
で
き
る
社
会
を

座 長

あ
い
さ
つ

認
知
症
を
疑
う
症
状
に
気
付
い

た
段
階
で
は「
軽
度
認
知
症
障
害
」

の
場
合
が
多
く
、
こ
の
時
期
に
治

療
を
開
始
す
る
こ
と
で
、
認
知
症

の
予
防
や
発
症
を
遅
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
早
期
に
医
療
機
関

に
相
談
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

認
知
症
の
初
期
は
、
何
か
し
ら

お
か
し
い
と
本
人
も
強
い
不
安
を

感
じ
て
い
ま
す
。
本
当
に
苦
し
い

の
は
本
人
で
あ
る
こ
と
を
家
族
は

受
け
止
め
て
く
だ
さ
い
。
家
族
が

戸
惑
う
症
状
も
出
て
き
ま
す
が
、

ど
ん
な
行
動
で
も
、
本
人
が
一
生

懸
命
考
え
た
結
果
だ
と
い
う
こ
と

を
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
で
す
。

何
を
望
ん
で
い
る
か
を
考
え
、
優

し
く
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

悪
い
対
応
は
、「
せ
か
す
」
「
し

か
る
」
「
諭
す
」
「
間
違
い
を
正

す
」
「
命
令
口
調
」
で
す
。
介
護

者
の
い
ら
い
ら
を
察
知
し
、
介
護

拒
否
や
症
状
の
悪
化
に
つ
な
が
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

認
知
症
の
症
状
は
人
そ
れ
ぞ
れ

で
す
。
介
護
す
る
人
は
一
人
で
抱

え
込
ま
ず
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ

ば
専
門
家
へ
相
談
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

太
陽
生
命
保
険
が
昨
年
３
月
に

発
売
し
た
「
ひ
ま
わ
り
認
知
症
治

療
保
険
」
の
契
約
数
は

万
件
に

の
ぼ
り
、
多
く
の
方
に
支
持
さ
れ

て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
発
表
の

１
０
０
歳
以
上
の
人
口
で
は
、
１

９
６
３
年
の
１
５
３
人
が
、
今
年

は
６
万
７
８
２
４
人
と
、
約
半
世

紀
で
４
０
０
倍
以
上
に
増
加
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
高
齢
化
、
長

寿
化
を
背
景
に
、
こ
の
保
険
は
開

発
さ
れ
ま
し
た
。

特
長
は
、
健
康
状
態
に
不
安
の

あ
る
人
も
加
入
し
や
す
い
▽
認
知

症
の
保
障
▽
白
内
障
や
熱
中
症
、

骨
折
な
ど
の
医
療
保
障
―
で
す
。

必
要
な
保
障
や
保
険
は
年
齢
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。
シ
ニ
ア
世
代
は
、

医
療
や
年
金
、
認
知
症
や
介
護
を

保
障
す
る
保
険
が
重
要
で
す
。
認

知
症
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
費
用
問
題
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
不
安
、
一
時
金
や
年
金
で

の
保
険
金
給
付
を
希
望
す
る
声
が

あ
り
ま
し
た
。

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
本
人
や

ご
家
族
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う

に
、
経
済
面
、
サ
ー
ビ
ス
面
で
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
商
品
を
開
発
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

米
子
市
は
「
認
知
症
高
齢
者
等

事
前
登
録
制
度
」
を
８
月
か
ら
始

め
ま
し
た
。
認
知
症
の
高
齢
者
が

行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合
、
市
と

米
子
警
察
署
が
事
前
登
録
情
報
を

共
有
し
て
、
早
期
発
見
・
保
護
す

る
た
め
の
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
家
族
が
警
察
に
行
方
不
明
届

け
を
出
す
際
、
的
確
に
情
報
が
提

供
さ
れ
、
速
や
か
に
捜
索
を
開
始

で
き
ま
す
。
事
前
登
録
は
、
米
子

市
役
所
の
長
寿
社
会
課
で
本
人
か

家
族
が
手
続
き
し
ま
す
。
印
鑑
と

登
録
す
る
本
人
の
顔
写
真
、
全
身

写
真
が
必
要
で
す
。

２
０
１
１
年
か
ら
「
認
知
症
行

方
不
明
者
捜
索
模
擬
訓
練
」
も
各

地
区
で
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
で

の
協
力
、
連
携
の
体
制
を
整
え
る

た
め
実
践
に
近
い
形
で
訓
練
し
て

い
ま
す
。
万
が
一
、
行
方
不
明
に

な
っ
た
場
合
は
、
警
察
に
速
や
か

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
発
見
後

は
ま
ず
、
本
人
の
健
康
状
態
を
確

認
し
、
優
し
く
迎
え
入
れ
て
く
だ

さ
い
。
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地

域
に
根
差
し
た
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

３
月

日
施
行
の
「
改
正
道
路

交
通
法
」
に
よ
り
、
高
齢
運
転
者

の
更
新
手
続
き
が
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も

歳
以
上

の
人
は
、
自
動
車
学
校
で
の
高
齢

者
講
習
、

歳
以
上
の
人
は
講
習

の
前
に
認
知
機
能
検
査
を
受
け
る

こ
と
が
免
許
更
新
時
（
３
年
ご
と
）

に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

法
改
正
で
、
一
定
の
違
反
行
為

が
あ
れ
ば
３
年
を
待
た
ず
に
臨
時

で
認
知
機
能
検
査
を
受
け
、
認
知

機
能
低
下
の
判
定
を
さ
れ
た
人
は

新
設
の
「
臨
時
高
齢
者
講
習
（
個

別
指
導
と
実
車
指
導
）
」
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
認
知
症
の

恐
れ
が
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
人

は
、
臨
時
適
性
検
査
（
医
師
の
診

断
）
の
受
検
、
ま
た
は
主
治
医
の

診
断
書
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま

し
た
。

２
０
１
５
年
か
ら
各
運
転
免
許

セ
ン
タ
ー
に
看
護
師
資
格
を
持
つ

相
談
員
を
配
置
し
、
本
人
や
家
族

の
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
運

転
免
許
証
の
自
主
返
納
数
が
過
去

最
多
を
更
新
し
て
い
る
の
は
、
高

齢
運
転
者
や
そ
の
家
族
の
交
通
事

故
防
止
の
意
識
の
高
ま
り
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

財
産
が
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い

れ
ば
、
多
く
の
選
択
肢
の
中
か
ら

自
分
に
ふ
さ
わ
し
い
快
適
な
老
後

を
選
択
で
き
ま
す
。
介
護
を
介
護

保
険
に
委
ね
る
場
合
も
、
子
ど
も

に
任
せ
る
場
合
も
、
財
産
管
理
は

大
切
で
す
。
後
者
の
場
合
、
遺
言

は
老
後
の
強
力
な
武
器
に
な
る
で

し
ょ
う
。

財
産
管
理
に
は
、
法
定
後
見
制

度
、
任
意
後
見
制
度
、
弁
護
士
と

直
接
財
産
管
理
契
約
を
結
ぶ
な
ど

の
方
法
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
長

所
と
短
所
が
あ
り
ま
す
。
遺
言
は

生
き
て
い
る
間
に
、
判
断
能
力
が

十
分
あ
る
間
に
書
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
認
知
症
で
判
断
能
力
が
な

い
と
判
断
さ
れ
る
と
、
遺
言
が
無

効
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

自
筆
証
書
遺
言
の
作
成
は
、
簡

単
で
費
用
も
か
か
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
形
式
を
間
違
う
と
無
効
に

な
る
ほ
か
、
紛
失
や
改
ざ
ん
な
ど

の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
公

正
証
書
遺
言
は
公
証
役
場
で
作
成

さ
れ
、
原
本
が
保
管
さ
れ
る
の
で

紛
失
な
ど
の
危
険
性
は
低
く
な
り

ま
す
が
、
資
料
の
準
備
や
手
数
料

な
ど
が
必
要
で
す
。
弁
護
士
に
相

談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

認
知
症
の
人
も
家
族
も
二
度
と

な
い
人
生
を
生
き
て
い
ま
す
。
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
時
間
を
過
ご

す
の
か
と
い
う
こ
と
が
大
切
で

す
。
福
祉
に
は
「
公
助
、
共
助
、

自
助
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
で
協
力
す
る
「
共
助
」
の

土
壌
を
社
会
に
つ
く
ら
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
公
助
や
専
門
家
と

の
連
携
も
必
要
で
す
。
人
生
１
０

０
年
時
代
。
た
と
え
ど
ん
な
時
期

が
訪
れ
た
と
し
て
も
、
み
ん
な
で

協
力
し
て
悠
々
と
過
ご
せ
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

認
知
症
に
お
い
て
、
医

療
が
役
立
て
る
こ
と
は
、

「
診
断
」
と
「
治
療
」
で

す
。
認
知
症
の
原
因
は
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

の
人
が
全
体
の
約
６
割
、

血
管
に
障
害
が
あ
る
脳
梗

塞
な
ど
の
人
が
約
２
割
を

占
め
ま
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
の
場
合
、
脳
の
神

経
細
胞
の
減
少
と
神
経
伝

達
物
質
の
異
常
が
認
め
ら

れ
、
原
因
物
質
と
し
て
ア

ミ
ロ
イ
ド
β
た
ん
ぱ
く
と

タ
ウ
た
ん
ぱ
く
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
異

常
た
ん
ぱ
く
の
蓄
積
は
、

発
症
の

〜

年
前
に
既

に
始
ま
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

診
断
は
、
病
気
の
発
症

の
経
過
や
現
在
の
生
活
の

様
子
を
聞
く
問
診
を
基
盤

に
、
簡
単
な
検
査
を
し
て

記
憶
や
認
知
機
能
な
ど
を

調
べ
ま
す
。
近
年
の
画
像

検
査
の
進
歩
は
著
し
く
、

脳
の
血
流
や
ブ
ド
ウ
糖
の

消
費
量
、
酸
素
の
消
費
量

も
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
診
断
技
術
は
格
段

に
上
が
っ
て
い
ま
す
。

身
近
に
医
療
が
受
け
ら

れ
る
こ
と
が
、
認
知
症
で

は
大
事
で
す
。
受
診
先
は

そ
の
人
の
生
活
や
経
過
を

よ
く
知
る
、
か
か
り
つ
け

医
を
お
勧
め
し
ま
す
。
専

門
医
療
機
関
で
は
、
よ
り

精
密
な
検
査
や
心
理
行
動

障
害
の
対
応
な
ど
の
役
割

を
担
い
ま
す
。
県
西
部
の

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ

ー
は
、
鳥
取
大
医
学
部
付

属
病
院
と
西
伯
病
院
、
養

和
会
に
あ
り
ま
す
。

認
知
症
は
進
行
を
遅
ら

せ
る
こ
と
は
で
き
て
も
、

治
癒
に
導
く
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
か
つ
て
は
、
認

知
症
を
病
気
と
捉
え
て
病

院
で
治
療
す
る
「
病
院
モ

デ
ル
」
が
主
流
で
し
た
。

現
在
は
、
日
常
生
活
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
安
定
を

図
る
「
生
活
モ
デ
ル
」
が

主
流
で
す
。
そ
れ
で
も
合

併
症
な
ど
の
治
療
の
た
め

に
入
院
が
必
要
な
場
合
も

あ
り
ま
す
。
認
知
症
の
人

は
具
体
的
に
不
調
を
訴
え

ら
れ
ず
、
発
見
が
遅
れ
る

こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

国
が
策
定
し
た
認
知
症

施
策
推
進
総
合
戦
略
（
新

オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）
に
従

っ
て
、
「
認
知
症
初
期
集

中
支
援
」
の
取
り
組
み
が

米
子
市
で
も
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
専
門
医
な
ど
複

数
の
専
門
職
が
関
わ
る
支

援
チ
ー
ム
が
初
期
の
段
階

か
ら
関
わ
り
、
容
体
に
応

じ
た
適
宜
適
切
な
医
療
や

介
護
の
提
供
を
計
画
し
、

自
立
を
支
援
し
ま
す
。

認
知
症
は
治
療
が
必
要

な
脳
の
障
害
の
病
気
で

す
。
長
生
き
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
発
症
し
や
す
い
病
気

で
も
あ
り
ま
す
。
多
く
の

認
知
症
は
、
「
長
生
き
の

宿
命
」
で
す
。
安
心
し
て

「
老
い
」
を
生
き
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
認
知
症
は

恐
れ
る
病
気
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
誰
で
も
少
し

忘
れ
て
、
少
し
は
分
か
ら

く
な
く
な
っ
て
、
助
け
て

も
ら
い
な
が
ら
「
老
い
」

を
生
き
て
い
ま
す
。
認
知

症
を
忘
れ
て
振
る

え
る

と
き
が
あ
れ
ば
、
幸
せ
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。

認
知
症
に
つ
い
て
は
、

誰
も
が
不
安
感
を
お
持
ち

だ
と
思
い
ま
す
。
認
知
症

で
も
暮
ら
し
や
す
い
地
域

を
つ
く
る
に
は
、
多
く
の

人
が
関
わ
り
、
力
を
合
わ

せ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

来
場
の
皆
さ
ん
が
意
見
を

一
致
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場

所
で
、
意
見
を
交
換
し
な

が
ら
安
心
で
き
る
社
会
を

つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

診断技術格段に向上

適切医療で自立支援

ｂ
ｂ
ｂ
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認知症サミット鳥取実行委員長

小田 貢

認知症が将来、日本の大きな社会問

題になるといわれ、十数年がたちまし

た。認知症の患者数は年々増加し、身

近な問題になりました。啓発活動の段

階から、認知症の人と一緒に暮らすと

いう実践の段階に入ったと思います。

今回は家庭での具体的な問題の解決に

役立つ内容です。一つでも参考になれ

ば幸いです。認知症になっても安心し

て暮らせる鳥取県、米子市になること

を願っています。
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座長 鳥取看護大学・鳥取短期大学理事長 山田修平氏 医療法人・社会福祉法人真誠会理事長 小田貢氏
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